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「ガラスびん入り炭酸飲料」お取扱いご注意のお願い 

 

ガラスびんは保存性にすぐれ、生産者のこだわりの「おいしさ」と「風味」

をお客様にお届けできる容器です。 

但し、乱雑なお取扱いや間違ったお取扱いによりましては破損する可能性が

あります。 

ケガなどの危害防止のため、流通・販売における「ガラスびん入り炭酸飲料」

のお取扱いでは、次の点にご注意いただきますようお願い申し上げます。 

 

＜ご注意のお願い＞ 

ガラスびんは食器と同じように「われもの」です。 

お取扱いに際しては、外部からの衝撃を避けてください。 

 

① 車内や直射日光のあたる所など高温になる場所には置かないで下さい。 

高温になりますと商品の炭酸ガスの圧力が上がりすぎ、ガラスびんが破損する 

ことがあります。 

② 急いで冷やすために冷凍はしないで下さい。中味が膨張しガラスびんが破損

することがあります。 

 

③ 輸送中や物流センター等の搬出入時で、段ボール箱に入った商品であっても 

お取扱いが乱雑になりますと、箱の中のガラスびんに衝撃が加わり破損する 

ことがあります。 

 

④ 商品を棚や売り場に陳列する際で、段ボール箱から取り出す時や商品を陳列 

する時には商品同士をぶつけたり、（棚などの）硬いものにぶつけたりしない 

よう、特にご注意をお願いします。 

 

⑤ 箱から取り出す際に、片手で複数のびん商品を待ちますと商品（びん）同士

がぶつかり破損することがありますので、ご注意をお願いします。 

また、ガラスびん底の角（かど）の部分が、隣のガラスびんの強度のやや弱い

部分（胴体部分など）に当たりますと破損することがあります。 

 

⑥ フロアーなどに落とした商品は、ガラスびんに衝撃が加わっている可能性が

あります。棚や売り場に並べず廃棄処理をお願いします。 

 

「ガラスびん入り炭酸飲料」のお取扱いにつきましては、格段のご注意をい

ただきますようお願い申し上げます。 


